
1（3番）
　白石　卓也

1 交通環境の整備につ
いて

(1) ＪＲ二日市駅前整備事業の進捗について。

(2) 生活道路（市道）における幅員の十分でない場所の現状と今後の計
画・対策について

2(1番)
　古賀　新悟

(1) ５月３１日の住民説明会について、業者が住民に対して誠実な対応と
周知徹底に努めたと考えているか。

(2) ５月３１日の県の対応についてどう考えているか。

(3) 市長は、県に業者が住民に対して誠実な対応を指導するよう強く要請
すべき。見解を。

(4) 市長は紛争予防条例により、県から聴取されることになるがどのよう
な構えか。

(1) 市は、労務単価の引上げを受注者に対してどのような要請を行い、実
際に引上げられているのか確認しているか。

(2) 本市として、「新労務単価フォローアップ相談ダイヤル」などの対応
が求められているのではないか。

(3) 本市として、公契約の適正化を進める施策・研究が必要ではないか。

3(2番)
　城間 広子

1 (1) 国県市、交通事業者・関係機関、学識経験者、商工観光農関係者、多
数の市民が参画した協議会・分科会を。

(2) 商店街の活性化、地域おこしのため、安全安心課、福祉、教育、商工
観光農、文化情報発信各課の協議会参加を。

(3) 82行政区の行政区意向調査の実施を。小学校区ごとの説明会の開催、
パブリックコメントは実施するのか。

(4) 市民協働による運行計画案を作成することが、持続可能な公共交通計
画を成功させるカギでは。

(5) 平坦地、地形の勾配に応じたバス停勢圏を設定し、市内移動の交通不
便地区をなくす取り組みを重視すべきでは。

2 (1) どのような一般廃棄物が対象なのか。業者はそれを収集・運搬して、
具体的にどういうところに持ち込むのか。

(2) 日々の搬入量、搬入元、搬出量、搬出先を記録させ、市に報告させる
のか。帳簿の保存期間は。

(3) 市は抜き打ちで立ち入り調査できるのか。

(4) 指定期間は。違法操業が発覚した場合、市は指定を取り消す権限を有
しているのか。

(5) 申請者に、周辺住民説明会を開かせるべきでは。

3 (1) 2件について、市の説明を求める。

(2) 廃水は場外に放流しないクローズドシステムだから、水の汚染はない
という業者の主張は、崩れているのでは。

㈱環境施設の昨年9
月のｐＨ異常、今年
1月の水質事故につ
いて

筑紫野市山家地域に
巨大な産業廃棄物の
中間処理施設設置を
計画しているエコ・
センチュリー２１㈱
について
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4(10番)
　阿部　靖男

(1) マイナンバー制度のデメリットは何か。市の費用負担・セキュリティ
対策についてどのようにされているのか。

(2) マイナンバー制度導入に伴う職員教育は計画されているか。

2 非核平和宣言都市と
しての戦後70年の取
り組みについて

(1) 戦後70年を迎えるが、市としてどのような取り組みをなされるのか。

5（7番）
 宮﨑　吉弘

1 (1) 農作物への年間被害額の推移について

(2) 現行の狩猟、捕獲の対策にICT（情報通信技術）を取り入れてはどう
か。

(3) 狩猟、捕獲された鳥獣の個体はどう処理され、どのように活用されて
いるか。

2 巡回福祉バスの
充実について

(1) 福祉バス、施設利用の充実について

6(8番)
　山本　加奈子

1 (1) 雨水貯留タンク設置の申請数と決定数について

(2) 雨水貯留タンク設置の周知徹底の方法について

(3) 雨水貯留タンク設置の申請手続きの簡素化について

(4) 公共施設の雨水貯留タンクの設置状況について

(5) 災害時等要援護者制度の支援者登録状況について

(6) ヘルプマーク入りの専用ベストの開発について

2 (1) あんしんカードの取り組みと利用者状況について

(2) 安心情報キットの普及促進について

3 (1) マイナンバー制度のセキュリティー対策について

(2) ＤＶ避難者への配慮について

4 子ども・子育て支援
事業について

(1) 利用者支援事業（母子保健型）の取り組みについて

(2) 産前・産後サポート事業、産後ケア事業の必要性について

5 自転車の運転につい
て

(1) ６月１日施行、改正道路交通法の周知徹底について

7（15番）
　田中　允

1 (1) 地方版総合戦略とはどの様なものなのか

(2) 筑紫野市に於いてはどの様な取組がなされているのか

(3) 第五次総合計画との関連はどの様になされているのか

2 (1) コミュニティバスの運行について市はどの様に考えているのか

地方創生について

マイナンバー制度に
ついて

コミュニティバスの
運行について

防災対策について

高齢者福祉について

野生鳥獣対策につい
て

1 マイナンバー制度の
導入について
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(2) コミュニティバスを導入できない要因は何か

8（9番）
　西村　和子

1 (1) 子どもの健やかな成長のためには母親の自立が欠かせないが、相談事
業はどのように進められているのか。

(2) 相談事業から浮かび上がる課題を施策にどのように反映されているの
か。

2 新エネルギー設備普
及事業について

(1) 自然エネルギー活用と地域産業振興効果が目的であるが、筑紫野市の
利用実態はどのようになっているのか。

9（17番）
　辻本　美惠子

(1) 筑紫野市における障害福祉サービスを必要としている人の把握。

(2) 筑紫野市のかたが利用できる、障害福祉サービスの整備状況。

(3) サービスを利用するための手続き。

2 (1) 子ども・子育て支援サービスの取り組み状況。

(2) 市が取り組むべき、地域子ども・子育て支援事業のとりくみ状況。

(3) 次世代育成支援事業（前期）の位置づけ

(4) ８つの基本施策のとりくみ状況

これからの地域コ
ミュニティのありか
た。

(1) 共助社会づくりのために、想定している、地域コミュニティのかた
ち。

(2) 地域の課題解決策に向けた、具体的な市の支援策のつくりかた。

(3) コミュニティの活動の方向性を示す基本計画策定に向けた考え方。

障害福祉サービスに
ついて

コミュニティバスの
運行について

相談事業について

3

1

子ども・子育て支援
事業計画について
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